
　　

安
田
中
世
墓
は
伊
賀
市
の
南
部
、
阿
保
小
盆
地
を

流
れ
る
木
津
川
右
岸
の
丘
陵
斜
面
に
あ
り
、
宝ほ

う
ご
ん
じ

厳
寺

の
裏
山
に
あ
り
ま
す
。
宝
厳
寺
は
鎌
倉
時
代
の
史
料

に
そ
の
名
が
見
え
る
寺
院
で
、
平
安
時
代
に
作
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
木
造
十
一
面
観
音
立
像
（
国
指
定

文
化
財
）
を
は
じ
め
、
寺
院
周
辺
に
は
中
世
に
さ
か

の
ぼ
る
石
仏
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

安
田
中
世
墓
は
、
昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
、
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、蔵ぞ

う
こ
つ
き

骨
器
（
遺

骨
を
納
め
た
壺つ

ぼ

や
甕か

め

）
を
埋
納
し
た
円
形
の
小し

ょ
う
ど
こ
う

土
坑

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

この広報紙は古紙配合率 100％
の再生紙を使用しています。

伊
賀
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文
化
財 

20

プールに飛びかう水しぶきと子どもたちのはしゃぎ声
　７月１日と２日に『プールで夏っ得！！無料開放感謝祭』が開催さ
れ、阿山Ｂ＆Ｇ海洋センターと大山田Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールが
無料で開放されました。
　家族連れや友だち同士など、たく
さんの人が訪れ、ビート板を使って
泳いだり、ビーチボールで遊んだり
と楽しみました。
　水のかけ合いをしながら、子ども
たちは「冷たーい！」と声を上げて
はしゃいでいました。

安や
す
だ田

中ち
ゅ
う
せ
い世

墓ぼ

（
寺
脇
）　
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蔵
骨
器
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
た
壺
や
甕
は

室
町
時
代
頃
に
常と

こ
な
め滑
や
瀬せ

と戸
、
信し

が
ら
き楽
で
焼
か

れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
土
坑
の
周
辺
か
ら

は
銅
銭
や
土は

じ

き
師
器
の
皿
な
ど
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
青
山
公
民
館
の

三
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の

信
仰
や
故
人
へ
の
弔と

む
ら

い
の
気
持
ち
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

伊
賀
市
内
で
は
30
以
上
の
中
世
墓
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
葬
送
や
人
々
の
信
仰

を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と

い
え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
文
化
財
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▲蔵骨器の出土状況

宝
厳
寺 寺　脇

→安田中世墓

▲位置図（S＝１/２５，０００）


